
うつし世の静寂に
オオカミの護符
里びとと山びとのあわいに

2025.９/６土・７日  

❖支援:文化庁

❖ 2008文化庁映画賞文化記録映画優秀賞 受賞

❖ 2008地球環境映像祭 アース・ビジョン賞 受賞

❖ 2017川崎市文化賞 受賞

助成：公益財団法人 トヨタ財団

音楽監督：清塚信也＜ピアニスト＞

共同研究：田中優子

＜江戸文化研究者、元法政大学総長＞

ささらプロダクション 川崎市アートセンター小劇場 特別上映会

しじまよ

10:15～ うつし世の静寂に 上映

 上映後トーク＜１０分＞：小倉 美惠子 制作者

『オオカミの護符』＜新潮社＞著者

13:15～ オオカミの護符 上映

上映後トーク：服部朋也さん×松田理沙さん×小倉美惠子
＜60分＞ 武蔵御嶽神社権禰宜/御師・宿坊山中荘当主

＊松田理沙さん:明治大学大学院政治経済研究科

会場：川崎市アートセンター 小劇場

           各回入替制 / 15分前開場 / 指定席

チケット：8月11日（月・祝）より発売開始

【窓口】9:00～19:30（施設点検日をのぞく）

【オンライン】https://kawasaki-ac.jp/th/theater

一般2,000円/ シニア・シネマ会員1,300円/ 

大学・専門・障がい者(付添い1名まで）1,000円/高校生以下800円】

【主催/問い合わせ】川崎市アートセンター
小田急線「新百合ヶ丘駅」北口徒歩３分

TEL : 044ー955ー0107

                info@kawasaki-ac.jp

https://kawasaki-ac.jp

10:15～ オオカミの護符 上映
上映後トーク＜10分＞：小倉 美惠子 制作者

『オオカミの護符』＜新潮社＞著者

13:15～うつし世の静寂に 上映

上映後トーク：奥野克巳さん×小倉美惠子
 ＜６０分＞ 立教大学異文化コミュニケーション学部教授
          著書『絡まり合う生命-人間を超えた人類学』ほか

編著『More than Human』ほか

2010年製作 監督：由井 英 ９６分２００７年製作 監督：由井 英 ７３分

９/ 6土 ９/ ７日

川崎市北部のベッドタウンの下に眠る 「谷戸の世界」が今、語り出す
や と



土橋 竹の根埋け 馬絹 御嶽講中
秩父 三峰山より

アカデミック版 〈73分〉

タケノコ根埋け<宮前区土橋>

三峰山から

・ささらプロダクション、土曜日の会 についてのお問い合わせ・

メールアドレス：somo.2@sasala-pro.com

                     044‐982‐7233 【 平日：9:30～11:30 】

                     

SASALA
Production

オオカミの護符に導かれ、“お山”の世界へ…。

関東平野をぐるりと囲む山々には、かつてニホンオオカミが棲ん

でいた。オオカミがお札となる背景には、人がオオカミをありが

たい存在と考えてきた「御嶽講」の姿がある。

先人が守り伝えてきた〝足元にある暮らし〟は、私たちの行く手

を照らし出す。

ニホンオオカミは絶滅したといわれる。それでもなお、オオカミ

の護符は今も私たちの暮らしを見守り続けている。

う つ し 世 の 静 寂 に
〈96分〉

オオカミの護符 里びとと山びとのあわいに

「人が素朴に祈る姿」が繋いできたものとは…。

人は なぜ、そして何に手を合わせてきたのか。

この映画には、その姿が濃密に描かれ、その土台には

「念仏講」がある。

それは、「〝人間だけ〟が集うようになった都市的な世

界」に古くて新しい価値を問いかけ、いつの間にか映

像を見る人をも温かな世界へと誘う。

多摩丘陵の谷戸＜麻生区黒川＞

円座する念仏講 ＜宮前区初山＞

三匹獅子舞＜宮前区初山＞ 巡り地蔵 ＜宮前区・高津区＞

修験者が祈祷に使ったとされる
オオカミの頭骨ほか三点セット

三峯神社 秩父

畑を見守るオオカミの護符

映画から生まれた

書籍『オオカミの護符』
著者：小倉 美惠子＜新潮社＞

◆土曜日の会 背伸びして聴きたい大人の話

第一話 伊東豊雄氏 【建築家】

第二話 中村桂子氏 【JT生命誌研究館名誉館長】

第三話 田中優子氏 【江戸文化研究者/元法政大学総長】

第四話 藤原新也氏 【写真家/作家】

第五話 内山 節氏 【哲学者】

第六話 絵本『やとのいえ』編集 藤田隆広氏/監修 仙仁径氏

＊全話 HomeTownNoteよりオンライン視聴できます

土曜日の会は、珈琲＆レストラン アンジュ（高津区
梶ヶ谷）にて不定期で年４回ほど開催。

土曜日の会

ニホンオオカミを祀る山岳信仰の「御嶽講」を描いた『オオカミの護符』、

「念仏講」を土台に繋がる 川崎市北部の谷戸の村に秘められた智慧をひもとく『うつし世の静寂に』。

今、私たちが見失いかけている大切な世界がここに！

「 講 は、今に生きる者だけが、しかも、人間だけが集うものではない」と古老は言った。

https://sasala-pro.com/ https://hometownnote.com/    
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